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【手続補正書】
【提出日】平成30年4月6日(2018.4.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の周波数シンセサイザと複数のキャリアアグリゲーション（ＣＡ）受信機（Ｒｘ）
チェーンと複数のＣＡ送信機（Ｔｘ）チェーンとを使用してトランシーバ設計を再構成す
るための方法であって、
　第１の周波数シンセサイザを第１のＣＡ　Ｔｘチェーンに接続することと、
　残りの複数の周波数シンセサイザの各々を前記複数のＣＡ　Ｒｘチェーンのうちの１つ
に接続することと
　を備え、前記残りの複数の周波数シンセサイザのうちの第２の周波数シンセサイザは、
共有シンセサイザとして前記複数のＣＡ　Ｒｘチェーンのうちの第１のＣＡ　Ｒｘチェー
ンと第２のＣＡ　Ｔｘチェーンとに接続される、
　方法。
【請求項２】
　前記共有シンセサイザが時分割複信（ＴＤＤ）チェーンを駆動すべきであるとき、前記
共有シンセサイザは、前記第２のＣＡ　Ｔｘチェーンまたは前記第１のＣＡ　Ｒｘチェー
ンのうちの１つのために使用されるように構成され、
　前記第１の周波数シンセサイザは、周波数分割複信（ＦＤＤ）モードにおいて前記第１
のＣＡ　Ｔｘチェーンのために使用されるように構成され、
　残りの周波数シンセサイザは、前記ＦＤＤモードにおいて残りのＲｘチェーンのために
使用されるように構成される、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
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　前記トランシーバは、前記ＦＤＤモードにおける３つのＣＡ　Ｒｘチェーンと、ＴＤＤ
モードにおける１つのＣＡ　Ｒｘチェーンと、前記ＦＤＤモードにおける１つのＣＡ　Ｔ
ｘチェーンと、前記ＴＤＤモードにおける１つのＣＡ　Ｔｘチェーンとを少なくとも含む
、
　請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記共有シンセサイザがＴＤＤチェーンを駆動すべきであるとき、前記共有シンセサイ
ザは、前記第２のＣＡ　Ｔｘチェーンまたは前記第１のＣＡ　Ｒｘチェーンのうちの１つ
のために使用されるように構成され、
　前記第１の周波数シンセサイザは、ＴＤＤモードにおいて前記第１のＣＡ　Ｔｘチェー
ンのために使用されるように構成され、
　残りの周波数シンセサイザは、前記ＴＤＤモードにおいて残りのＲｘチェーンのために
使用されるように構成される、
　請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記トランシーバは、前記ＴＤＤモードにおける４つのＣＡ　Ｒｘチェーンと、前記Ｔ
ＤＤモードにおける２つのＣＡ　Ｔｘチェーンとを少なくとも含む、
　請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記共有シンセサイザがＴＤＤチェーンを駆動すべきであるとき、前記共有シンセサイ
ザは、前記第２のＣＡ　Ｔｘチェーンまたは前記第１のＣＡ　Ｒｘチェーンのうちの１つ
のために使用されるように構成され、
　前記第１の周波数シンセサイザは、ＴＤＤモードにおいて前記第１のＣＡ　Ｔｘチェー
ンのために使用されるように構成され、
　前記第２および第３の周波数シンセサイザは、前記ＴＤＤモードにおいて第２および第
３のＲｘチェーンのために使用されるように構成され、
　残りの周波数シンセサイザは、前記ＦＤＤモードにおいて残りのＲｘチェーンのために
使用されるように構成される、
請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記トランシーバは、前記ＴＤＤモードにおける３つのＣＡ　Ｒｘチェーンと、前記Ｆ
ＤＤモードにおける１つのＣＡ　Ｒｘチェーンと、前記ＴＤＤモードにおける２つのＣＡ
　Ｔｘチェーンとを少なくとも含む、
　請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記共有シンセサイザは、ＦＤＤモードにおいて前記第１のＣＡ　Ｒｘチェーンのため
に使用されるように構成され、
　前記第１の周波数シンセサイザは、前記ＦＤＤモードにおいて前記第１のＣＡ　Ｔｘチ
ェーンのために使用されるように構成され、
　残りの周波数シンセサイザは、前記ＦＤＤモードにおいて残りのＣＡ　Ｒｘチェーンの
ために使用されるように構成され、
　前記第２のＣＡ　Ｔｘチェーンは、無効にされる、
　請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記トランシーバは、前記ＦＤＤモードにおける４つのＣＡ　Ｒｘチェーンと、前記Ｆ
ＤＤモードにおける１つのＣＡ　Ｔｘチェーンとを少なくとも含む、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記共有シンセサイザは、ＦＤＤモードにおいて前記第２のＣＡ　Ｔｘチェーンのため
に使用されるように構成され、
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　前記第１の周波数シンセサイザは、前記ＦＤＤモードにおいて前記第１のＣＡ　Ｔｘチ
ェーンのために使用されるように構成され、
　残りの周波数シンセサイザは、前記ＦＤＤモードにおいて残りのＲｘチェーンのために
使用されるように構成され、
　前記第２のＣＡ　Ｒｘチェーンは、無効にされる、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記トランシーバは、前記ＦＤＤモードにおける３つのＣＡ　Ｒｘチェーンと、前記Ｆ
ＤＤモードにおける２つのＣＡ　Ｔｘチェーンとを少なくとも含む、
　請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　ダウンリンクチャネルの数を増加させるために、拡張された受信ベースバンドフィルタ
（ＢＢＦ）帯域幅をもつ同じシンセサイザ周波数を使用するためにイントラ帯域／連続受
信ＣＡを有効にすることをさらに備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　アップリンクチャネルの数を増加させるために、拡張された送信ベースバンドフィルタ
（ＢＢＦ）帯域幅をもつ同じシンセサイザ周波数を使用するためにイントラ帯域／連続送
信ＣＡを有効にすることをさらに備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　ＬＮＡ出力をスプリットすることによって、イントラ帯域／不連続ＣＡを有効にするこ
とをさらに備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　再構成可能なトランシーバ回路であって、
　第１のＣＡ　Ｔｘチェーンに接続するように構成された第１の周波数シンセサイザと、
　複数の周波数シンセサイザ、残りの複数の周波数シンセサイザの各々は、複数のＣＡ　
Ｒｘチェーンのうちの１つに接続するように構成される、と
　を備え、前記残りの複数の周波数シンセサイザのうちの第２の周波数シンセサイザは、
共有シンセサイザとして前記複数のＣＡ　Ｒｘチェーンのうちの第１のＣＡ　Ｒｘチェー
ンおよび第２のＣＡ　Ｔｘチェーンに接続される、
　再構成可能なトランシーバ回路。


	header
	written-amendment

